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   A case of virilizing adrenocortical carcinoma is reported. A 35-year-old woman was referred 
to our clinic because of left adrenal mass detected incidentally by ultrasonography. At the time 
of admission, facial acne, systemic hirsutism, hypertrophied clitoris and amenorrhea for two months 
were observed. Serum testosterone showed obviously high level and urinary 17-KS and  17-OHCS 
showed slightly high level. A computed tomography revealed a heterogeneous mass with calcifi-
cation in the left adrenal region. Selective angiography revealed hypervascularity. Under the pre-
operative diagnosis of virilizing left adrenal tumor, left adrenalectomy was performed. The tumor 
measured  8x  6  x  7  cm, and weighed  194  g. A diagnosis of adrenocortical carcinoma was made by 
pathological examination. 
   Virilizing adrenocortical carcinoma is very rare in adults. We reviewed and discussed 10 cases 
of virilizing adrenocortical carcinoma in adults, including our case, in the Japanese literature. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 345-348,1993)
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肥 大 お よび2ヵ 月 間 の 無 月経 か ら男 性 化微 候 を疑 わ せ
た.
検査 所 見:検 血,腫 瘍 マ ー カ ーを 含 め た 血 液 生 化
学,検 尿 には 特 に異 常 を認 め なか った が,内 分 泌 学 的
検 査 では 血 中testosteroneが177ng/dl(10～60)と
高 値 を 示 した.ま た 血 中cortisol20.7μg/d1(4.0～
183),尿中17・KSI2,8mg/day(2.3～7.8)および 尿
中17-OHCSlL6mg/day(4.0～8.0)の軽 度 上 昇 も
認 めた が 血 中dehydroepiandrosteroneは3.2ng/
m1(L2～7.5)と正 常 範 囲 内 で あ った.Dexametha-
sone抑制 試 験 で は 抑制 を認 めず.
X線 学 的 検 査:IVPで は 左 腎 が 軽度 下 方 へ 偏 位 し,
上 腎杯 が下 方 へ 圧排 され て い た.CTで は 左 副腎 部 に
被 膜 で覆 わ れ た 内部 不 均 一,一 部 に 石 灰 化 陰影 を伴 っ
た腫 瘤 を 認 め 不 均一 にenhanceを認 め た(Fig.1).
MRIで はTl強 調 像 で頭 尾 側 に7cm大 の 内部 不 均
一 なintensityを呈す る腫 瘤 を認 め た が ,腎 との境 界
は 明 瞭 で あ った(Fig.2).血管造 影 検 査 で は お も に
左 中副 腎 動 脈 に よ り栄 養 さ れ る 直 径 約9cm大 の
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TableI.10casesofvirilizingadrenocorticalcarclnomainadultreportedinJapan.
























女 左 陰核肥大,多毛,子宮萎縮 高値
女 左 陰核肥大,多毛,色素沈着 不明
女 左 陰核肥大,多毛,過少月経 高値
女 右 陰核肥大,多毛,無月経 高値
女 右 多毛,月経異常 高値
女 左 陰核肥大,多毛,無月経 高値
女 右 不明 高値
女 左 多毛,無月経 高値
女 右 多毛,男性様乳房 高値





















ンパ節 には 転 移 巣 を 認 め なか った.
術 後経 過:術 後7El目 の 副 腎 内分 泌 学 的 検査 で は 血
中testosteroneを含め す べ て 正 常 範 囲 内 であ った が,
一 般 に 副 腎皮 質 癌 の 予 後 が非 常 に 悪 い こ とを考 慮 し,
予 防 的 にcisplatin,doxorubicin,cyciophospha-
mide,5-fluorouracilの多剤 併 用 化 学 療法 を2ク ー
ル施 行 した.術 後4ヵ 月 目か ら月 経 を 認 め,座 瘡,多

























特 にdehydroepiandrosteronesulfateが多 量 に 分 泌
され て い る 他,dehydroepiandrosterone,andro-
stendione,およ び11β 一hydrooxy-androstendione
が 少量 分 泌 され て い るの み で,17β一hydrooxysteroid
dehydrogenase活性 が 性腺 よ り非 常 に 弱 く,本 来an-
drostendioneからtestosteroneへの 転 換 は 少 な い
と され て い る8).自験 例 を 含 め 血 中testosterone値
の 上 昇 を認 め る もの は,そ れ だ け で通 常 の 副腎 に お け
るホ ル モ ンの生 合成,代 謝経 路 と異 な るneoplasm
の発 生 を示 唆 す る もの と考 え られ る.
治 療 に つい て は 外科 的 摘 除 が 原則 で,診 断 時摘 除 不
能 で あ った2例2・7)以外 は 上 原 ら4)の膵 体 尾 部,脾,左
腎 合 併 摘除 を 含め て 診 断か ら早 期 に副 腎 摘 除 術 が な さ
れ て お り,う ち5例2・4-6)は術 後OP'-DDDや化学 療 法,
放 射 線 療 法 な どの補 助 療法 が追 加 され て い る.副 腎 皮
質 癌 の 補 助療 法 に つ い て は 以 前 よ りop'-DDDを 用
いた 報 告 が散 見 さ れ る が,今 回 の 集 計 で も10例中3
例5-7)に用 い られ て い る,OP'-DDDは 副腎 皮 質 の網
状 層,束 状 層 に選 択的 に直 接 作 用 しsteroidの合成
が抑 制 され る と考 え られ て い る 殺 虫 剤DDTの 誘 導
体 で あ るが9),木野 内 ら10)はOP'-DDDを投与 した
Cushing症候 群 お よび 副 腎癌46例 を報 告 し,腫 瘍 の
大 き さが 測 定 され た 副腎 癌18例の うち50%未満 で は あ
るが腫 瘍 の 縮 小 を認 めた もの は7例 のみ で あ った と報
告 して お り,有 効 率 は あ ま り高 くな い.ま た 副 作 用 に
つ い て も消 化 器 症状 や 中枢 神 経 症 状 な どの報 告 が 多 く,
継 続 投 与 で き な か った 例 も 少 な くな い.自 験 例 も当
初,多 剤 併 用 化 学療 法 に 加 え てop'-DDDの 服 用 を
予定 して い た が,化 学 療 法 中 消 化 器 症状 の 副作 用 が 非
常 に強 く患 者 の 体 力 が 落 ちた こ と,op'-DDDの服 用
期 間 が数 ヵ月 に お よぶ こ と か らop'-DDDに よ る副
作用 の 発現 期 間 も非 常 に長 くな る こ とを 考 慮 し,op'-






























少なくとも術後3年 は生存 していた こ とが確認され
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